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本
よ
り
３
〜
４
割
も
高
給

だ
。
日
本
に
来
る
実
習
生

は
、
日
本
に
来
る
前
に
自

己
負
担
で
、
日
本
語
な
ど

の
「
事
前
教
育
」（
中
国

の
場
合
３
カ
月
）
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
日

本
の
法
律
）。
こ
れ
に
対

し
、
韓
国
に
出
稼
ぎ
に
行

く
場
合
、
事
前
教
育
の
必

要
は
な
い
。
３
カ
月
分
、

給
料
を
稼
げ
る
こ
と
に
な

る
。２

０
１
０
年
改
革
で
、

入
国
１
年
目
か
ら
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

の
賃
金
は
月
収
で
約
15
万
円
（
基
本
賃
金

＋
各
種
手
当
。
残
業
代
を
除
く
）で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
は
34
万
〜
41
万
円

（
看
護
師
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
51
万

円
（
建
設
業
）、34
万
円
（
サ
ー
ビ
ス
業
）、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
41
万
円
（
工
場
、
建
設

業
）
で
あ
る
。
な
お
、
上
記
賃
金
は
北
京

市
お
よ
び
山
東
省
威
海
の
中
国
側
送
出
し

機
関
の
実
例
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ド
イ
ツ
は
、
日
本
よ
り
月
給
が
は
る

か
に
高
い
。
韓
国
は
17
万
円
で
表
面
的
に

は
日
本
と
大
差
な
い
が
、
実
質
的
に
は
日

外
国
人
技
能
実
習
生
は
、
人
手
不
足
の

助
っ
人
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
中
小
規
模

の
企
業
や
農
業
で
は
、
最
低
賃
金
の
実
習

制
度
は
実
質
上
の
支
援
策
で
あ
り
、
実
習

生
な
し
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
い
る
。
技
能
実
習
生
は
日
本
に
と
っ
て

不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
日
本
は
“
低
賃
金
”

の
国
に
な
っ
て
お
り
、
技
能
実
習
生
受
入

れ
で
国
際
競
争
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
だ
。

図
１
は
、
中
国
か
ら
外
国
へ
派
遣
さ
れ

る
労
働
者
の
賃
金
の
比
較
で
あ
る
。
日
本

外
国
人
実
習
生
が
日
本
を
支
え
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
は
低
賃
金
の
国
に
な
り
、
外
国
人
実
習
生
の
受
入
れ
に
関
し
、

国
際
競
争
力
が
低
下
し
て
い
る
。
中
国
が
労
働
力
の
輸
入
に
転
じ
た
時
、
日
本
へ
の
衝
撃
は
大
き
い
。
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

外
国
人
実
習
生
受
入
れ 

日
本
の
競
争
力
低
下
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図１　各国における中国人出稼ぎ労働者の賃金比較
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農業は先進国型産業になった！  

外国人実習生受入れ 日本の競争力低下
―低賃金利用から人材活用へ意識改革を―

番外編
その２

本
は“
最
低
賃
金
”ベ
ー

ス
で
あ
る
。（
注
、
技

能
実
習
生
な
ど
日
本
で

就
業
す
る
外
国
人
雇
用

者
の
賃
金
は
最
低
賃
金

が
基
本
に
な
る
。「
最

賃
」
同
士
の
比
較
で
は

日
本
は
上
海
よ
り
高
い

が
、
そ
の
差
は
次
第
に

縮
小
し
て
い
る
）。
出

稼
ぎ
収
入
と
い
う
点
で

は
、
日
本
の
魅
力
は
低

下
し
て
き
て
い
る
。

中
国
は
今
の
と
こ
ろ
、
出
稼
ぎ
労
働
者

の
送
出
し
国
で
あ
る
が
、
沿
海
部
上
海
は

そ
の
役
割
を
卒
業
し
、
賃
金
は
日
本
よ
り

高
く
な
っ
て
き
た
。
上
海
市
の
平
均
年
収

は
11
万
９
９
３
５
元
で
あ
る
。
12
で
割
っ

た
月
収
は
９
９
９
５
元
で
あ
る
。
日
本
円

換
算
で
16
万
３
７
３
円
（
16
年
）。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
最
低
賃
金
（
全

国
加
重
平
均
）
は
時
給
８
４
８
円
、
月
給

換
算
14
万
５
２
９
０
円
で
あ
る
（
17
年
。

16
年
は
14
万
１
０
０
８
円
）。
上
海
の
方

が
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
比
較
は
上
海
は

“
平
均
年
収
”
ベ
ー
ス
の
１
月
換
算
、
日

近
年
、
中
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
数
（
労

務
合
作
）
は
年
間
26
万
〜
29
万
人
で
横
ば

い
で
あ
る
（
表
１
）。
し
か
し
、
日
本
へ

の
送
出
し
は
減
少
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
。
16

年
に
は
４
万
人
を
割
っ
た
。
か
つ
て
日
本

向
け
は
中
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
約
３
割

を
占
め
て
い
た
が
、
現
在
は
13
％
台
に
低

下
し
て
い
る
（
対
外
労
務
合
作
の
派
出

数
）。
中
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
、
日
本

は
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
日
本
よ
り
、
香
港
や
マ
カ
オ
が
選
好

さ
れ
て
い
る
。

図
２
は
、
日
本
の
法
務
省
の
在
留
外
国

人
統
計
で
あ
る
が
、
中
国
か
ら
の
技
能
実
習

生
は
減
少
し
て
い
る
。
11
年
に
は
10
万
人
を

超
え
て
い
た
が
、
17
年
６
月
現
在
は
８
万

人
で
あ
る
。
11
年
当
時
は
技
能
実
習
生
の

75
％
は
中
国
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
30
％

近
く
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
現
在
、
一
番

伸
び
て
い
る
の
は
ベ
ト
ナ
ム
で
、
16
年
に

中
国
を
追
い
抜
き
、
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

中
国
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
減
少

は
、
第
３
次
産
業
の
発
展
に
伴
う
自
国
の

労
働
需
要
の
増
大
の
ほ
か
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
、
内
陸
か
ら
の
農
民
工
の
減
少

で
、
沿
海
部
の
労
働
需
給
は
ひ
っ
迫
の
度

を
強
め
て
い
る
か
ら
だ
。
今
や
沿
海
部
は

人
手
不
足
で
賃
金
上
昇
が
激
し
い
。

な
り
、
日
本
人
並
み
の
待
遇
に
近
づ
い
た

（
従
来
は
１
年
目
は
最
賃
の
半
分
程
度
）。

し
か
し
、
日
本
は
国
際
的
に
み
て
“
低
賃

金
”
の
国
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
日
本
人

並
み
待
遇
で
も
、
技
能
実
習
生
受
入
れ
の

国
際
競
争
力
に
は
問
題
が
あ
る
の
だ
。
な

お
、
17
年
11
月
か
ら
、
滞
在
期
間
の
上
限

が
３
年
か
ら
５
年
に
延
長
さ
れ
た
。
競
争

力
の
保
持
に
役
立
と
う
。

日
本
文
化
に
憧
れ
て
日
本
へ
の
出
稼
ぎ

を
選
択
す
る
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
（
日
本

の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
）。
し
か
し
、
欧
米
先

進
国
は
も
ち
ろ
ん
、
発
展
途
上
国
も
経
済

成
長
著
し
く
、
日
本
の
優
越
性
は
相
対
的

に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
が
案
外
に

認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
加

え
て
、
賃
金
面
で
も
日
本
は
次
第
に
不
利

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
技
能
実
習
生
の
受

入
れ
で
、
日
本
の
国
際
競
争
力
は
“
低
下

の
方
向
”
に
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
競
争
力
の
低
下
で
、
す
ぐ

に
受
入
れ
難
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
中
国
内
陸
部
、
ベ
ト
ナ
ム
と
も
、

ま
だ
供
給
圧
力
は
高
い
。
さ
ら
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
続
い
て
い
る
。

競
争
力
低
下
は
じ
わ
じ
わ
と
影
響
し
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
国

際
競
争
力
が
低
下
す
れ
ば
、
出
稼
ぎ
希
望

先
と
し
て
の
日
本
の
順
位
が
低
下
し
、
日

本
行
き
希
望
者
の
人
材
の
質
に
影
響
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

２  

中
国
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
減
少
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図２　外国人技能実習生数の推移

表１　中国の海外出稼ぎ労働者数の推移
　　　（対外労務合作）

合計 日本 香港
マカオ

アジア
中東計

日本
シェア

2007 215 … … … …（%）
2008 225 … … … …
2009 180 … … … …
2010 187 … … … …
2011 209 60 54 170 28.6
2012 278 60 88 214 21.6
2013 256 53 92 198 20.9
2014 293 48 111 223 16.5
2015 277 42 113 215 15.3
2016 264 37 109 208 13.8
年末

在外人数 596 145 168 470 24.4

（出所）『中国統計年鑑』。対外労務合作の派出人数である。

（単位：1,000人）

（出所）法務省「在留外国人統計」。�技能実習生１号イロ、２号イロの合計
初出はWebみんかぶ2017年12月19日拙稿、https://money.minkabu.jp/63861
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は
増
加
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、
沿
海
部

（
東
部
）
に
お
け
る
農
民
工
流
入
は
16
年

１
億
５
９
６
０
万
人
で
、前
年
比
０
・
３
％

減
で
あ
る
（
ほ
ぼ
「
外
出
農
民
工
」
数
に

匹
敵
）。

表
２
に
示
す
よ
う
に
、
農
村
部
で
非
農

業
に
就
業
す
る
「
本
地
農
民
工
」
は
増
え

続
け
て
い
る
が
、
都
市
部
に
出
て
就
業
す

る
「
外
出
農
民
工
」
は
近
年
、
増
え
て
い

な
い
。
両
者
の
伸
び
率
は
11
年
に
逆
転
し

た
。
特
に
、
跨
省
外
出
農
民
工
は
減
少
気

味
で
あ
る
。
14
年
７
８
６
７
万
人
、
15
年

７
７
４
５
万
人
、
16

年
７
６
６
６
万
人
と

減
少
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
内
陸
の
経
済

発
展
に
伴
い
、
沿
海

部
へ
の
農
民
工
の
供

給
は
減
り
始
め
て
い

る
。以

上
の
よ
う
に
、

沿
海
部
に
お
け
る
労

働
力
の
供
給
は
、
生

産
年
齢
人
口
の
減

少
、
内
陸
か
ら
の
農

民
工
供
給
も
共
に
減

り
、
10
年
代
に
入
る

と
減
少
に
転
じ
て
い

る
（
注
、
都
市
部
で

の
就
業
は
増
加
、
農

村
部
は
減
少
）。

今
後
の
展
望
は
、
上

記
の
条
件
に
加
え
て
、

80
后
世
代
は
子
供
の
教

育
問
題
が
あ
り
、
都
市

部
で
は
な
く
故
郷
に
戻

り
、
ま
た
90
后
世
代
は

か
つ
て
の
農
民
工
と

違
っ
て
３
Ｋ
労
働
に
就

き
た
が
ら
な
い
（
甘

え
）。
工
場
現
場
の
仕

事
な
ど
を
忌
避
す
る
傾

向
が
強
い
の
で
、
沿
海

部
へ
の
農
民
工
の
流
入

は
増
え
な
い
で
あ
ろ

う
。一

方
、
労
働
需
要
の

増
加
要
因
が
急
発
展
し

て
い
る
。
い
ま
、
中
国
は
サ
ー
ビ
ス
産
業

化
が
進
ん
で
き
た
。
第
３
次
産
業
の
発
展

が
経
済
成
長
の
主
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
産
業
は
雇
用
吸
収
力
が
高
い
。

サ
ー
ビ
ス
産
業
部
門
で
の
雇
用
増
加
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
。表
３
に
見
る
よ
う
に
、

沿
海
地
区
都
市
部
で
は
、
非
製
造
業
の
雇

用
は
年
率
８
〜
10
％
も
の
高
率
で
伸
び
て

い
る
。
そ
し
て
、
雇
用
の
70
％
以
上
は
非

製
造
業
で
あ
る
。

確
か
に
、
労
働
集
約
型
産
業
の
海
外
追

い
出
し
や
内
陸
移
転
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
労
働
需
要
の
減

少
要
因
は
あ
る
も
の
の
、
第
３
次
産
業
の

発
展
で
、
沿
海
部
の
労
働
需
要
は
増
加
一

途
で
あ
る
。
沿
海
地
区
都
市
部
の
就
業
者

総
数
は
11
年
の
１
億
３
９
６
０
万
人
か

ら
、
16
年
に
は
２
億
８
２
１
万
人
に
増
え

た
。
こ
の
増
加
ト
レ
ン
ド
は
今
後
も
続
く

で
あ
ろ
う
。

中
国
沿
海
部
は
、
農
民
工
流
動
の
減
少

や
第
３
次
産
業
の
発
展
で
人
手
不
足
が
深

刻
だ
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
戸

籍
改
革
に
よ
る
農
民
工
流
動
の
増
加
か
、

ロ
ボ
ッ
ト
化
、
機
械
化
な
ど
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
労
働
需
要
の
抑
制
が
挙
げ

ら
れ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
労
働
力
の
輸
入

に
転
じ
る
こ
と
だ
。

中
国
は
、
10
年
代
に
入
っ
て
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
15
〜
59

歳
人
口
は
10
年
の
９
億
４
５
９
４
万
人
か

ら
、
15
年
に
は
９
億
３
５
２
７
万
人
へ
、

５
年
間
で
１
０
６
８
万
人
の
減
少
で
あ
る

（
国
連
人
口
推
計
）。
今
後
も
継
続
的
に
減

少
し
て
い
く
。
こ
れ
は
全
中
国
の
数
値
で

あ
る
が
、
都
市
人
口
の
多
い
沿
海
部
は
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
率
は
も
っ
と
大
き
い

で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
内
陸
部
か
ら
の
農
民
工

の
供
給
が
減
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
農
民
工

表２　中国の農民工の推移

（出所）中国国家統計局「全国農民工監測調査報告」

３
中
国
沿
海
部
の
労
働
力
需
給
の
変
化

農民
工総数

外出
農民工

本地
農民工

外出農民工（内訳）

跨省流動 省内流動

2008 22,542 14,041 8,501 … …

2009 22,978 14,533 8,445 … …

2010 24,223 15,335 8,888 7,717 7,618

2011 25,278 15,863 9,415 7,473 8,390

2012 26,261 16,336 9,925 7,647 8,689

2013 26,894 16,610 10,284 7,739 8,871

2014 27,395 16,821 10,574 7,867 8,954

2015 27,747 16,884 10,863 7,745 9,139

2016 28,171 16,934 11,237 7,666 9,268

（単位：万人）

表３　沿海地区都市部企業の就業者数

（出所）『中国統計年鑑』各年版
（注１）�表４-５（城鎮企業）及び表４-７（私営企業＆個人経営）の合計。したがって、外

資系企業等は含まれていない。
（注２）�沿海地区とは北京、天津、河北、遼寧、上海、江蘇、浙江、福建、山東、広東、海

南の11市省。
（注３）�2013年の就業者数の増加は異常に大きい（１年間で17～18%増）。統計上不連続

の可能性がある。

合計 製造業 � 非製造業 （参考）
製造業表4-5企業

2011 13,960 4,198 2,620 9,762 4,198

2012 14,850 4,325 2,731 10,525 4,325

2013 17,338 5,120 3,402 12,218 5,120

2014 18,617 5,195 3,399 13,422 5,195

2015 19,684 5,149 3,258 14,535 5,149

2016 20,821 5,059 3,117 15,762 5,059

（単位：万人）
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農業は先進国型産業になった！  

外国人実習生受入れ 日本の競争力低下
―低賃金利用から人材活用へ意識改革を―

番外編
その２

５  

戸
籍
改
革
か
労
働
力
の
輸
入
か

然
、
リ
ス
ク
は
あ
る
よ
う
だ
。
ブ
ラ
ッ
ク

仲
介
業
者
の
存
在
。
市
場
に
需
要
が
あ
る

の
で
、
ビ
ザ
規
制
が
緩
和
さ
れ
就
労
が
合

法
化
さ
れ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦

は
殺
到
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
、
安
徽
省
の
家
政
婦
が
質
の

高
さ
で
有
名
で
、
北
京
や
上
海
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
安
徽
省
に
大
量
に
い

る
の
で
、
外
国
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は

要
ら
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

実
際
に
は
大
量
に
入
国
し
て
い
る
。
安
徽

省
の
家
政
婦
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
競
争
し

て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
競
争
に
勝
っ

て
い
る
状
況
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦

は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
技
量
を
持

ち
、
加
え
て
英
語
力
が
あ
る
の
が
強
み
で

あ
ろ
う
。

政
府
間
協
議
が
始
ま
っ
て
い
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
の
就
労
に
つ
い

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
中
国
政
府
の
間

で
話
し
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
（『
北
京

青
年
報
』
２
０
１
７
年
８
月
２
日
記
事
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
雇
用
省
の
報
告
書

（
17
年
７
月
30
日
発
表
）
に
よ
る
と
、
労

働
省
と
中
国
大
使
館
の
話
し
合
い
が
持
た

れ
、
中
国
５
大
都
市
（
北
京
、
上
海
、
ア

モ
イ
な
ど
）
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
事
労
働

者
を
送
る
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
を
選
好
し
た
。
こ

の
事
実
は
、
戸
籍
改
革
に
よ
っ
て
内
陸
か

ら
沿
海
部
に
農
民
工
が
流
入
す
る
と
い
う

仮
説
を
必
ず
し
も
支
持
し
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
出
稼
ぎ
労
働
者

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
「
経
済
協
力
」
を

意
味
す
る
。
経
済
発
展
し
て
高
所
得
に

な
っ
た
こ
と
が
、
新
し
い
外
交
手
段
を
中

国
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の

リ
ー
ダ
ー
習
近
平
主
席
は
「
中
国
は
大
国

と
し
て
世
界
の
中
で
存
在
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
。
労
働
力
の
輸
入
に
転
じ
る

可
能
性
は
小
さ
く
は
な
い
と
み
る
。

上
海
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
す
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
の
記
事
が
溢
れ
て

い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
の
仲
介

業
者
が
沢
山
い
て
、「
契
約
成
立
率
１
０

０
％
」
を
う
た
っ
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
も
あ

る
。ま
た
、中
国
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ「
百
度
」や
グ
ー

グ
ル
に
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
の
話

題
が
無
数
に
出
て
い
る
。
外
国
人
が
家
政

婦
と
し
て
働
く
の
は
非
合
法
で
あ
る
が
、

も
は
や
公
然
の
秘
密
だ
。
こ
れ
ら
の
記
事

に
よ
る
と
、
中
国
で
は
、
深
圳
、
ア
モ
イ
、

上
海
な
ど
に
約
20
万
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

家
政
婦
が
在
留
し
て
い
る
。
観
光
ビ
ザ
で

入
国
し
て
不
法
滞
在
の
就
業
で
あ
る
。
月

収
は
７
５
０
０
〜
８
５
０
０
元
（
13
万
〜

15
万
円
）
と
か
な
り
高
い
。
家
政
婦
の
仲

介
業
者
が
数
多
く
存
在
し
、
月
収
の
５
カ

月
分
、３
万
〜
５
万
元
（
50
万
〜
85
万
円
）

と
い
う
高
い
仲
介
料
を
取
っ
て
い
る
。

香
港
に
は
早
く
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家

政
婦
が
い
て
（
１
９
７
０
年
代
か
ら
乳
母

不
足
を
解
決
す
る
た
め
公
式
認
可
）、
そ

の
数
33
万
人
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら

上
海
な
ど
中
国
本
土
に
移
っ
て
く
る
人
た

ち
も
い
る
。
香
港
よ
り
上
海
の
方
が
は
る

か
に
待
遇
が
よ
い
と
の
こ
と
（
香
港
は
月

収
４
０
０
０
元
く
ら
い
）。

た
だ
し
、
上
海
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政

婦
は
不
法
滞
在
の
就
労
で
あ
る
か
ら
、
当

中
国
が
労
働
力
の
輸
入
に
転
じ
る
の

は
、
重
い
政
治
決
断
を
要
す
る
。
内
陸
と

沿
海
部
で
大
き
な
所
得
格
差
が
存
在
す
る

か
ら
だ
。
戸
籍
改
革
に
よ
っ
て
農
村
部
の

低
所
得
層
が
都
市
部
に
流
れ
て
く
れ
ば
、

問
題
は
解
決
す
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
内
陸
の
安
徽
省
か
ら
質
の
い

い
家
政
婦
が
供
給
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
輸
入
し
て
い

る
。
家
政
婦
と
し
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

質
が
高
い
か
ら
だ
。
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル

な
技
量
と
英
語
力
が
あ
り
、
子
供
の
英
語

教
育
も
期
待
で
き
る
か
ら
だ
。
市
場
は

４ 

中
国
は
労
働
力
の
輸
入
に
転
じ
る
か 

︱
︱
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
す
で
に
20
万
人
在
留
︱
︱

る
。
可
能
性
と
し
て
月
収
10
万
ペ
ソ
（
１

万
３
０
０
０
元
＝
約
22
万
円
）
を
提
供
す

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。
大

変
な
高
給
で
あ
る
。

ま
だ
確
定
し
た
話
で
は
な
い
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
家
政
婦
に
、
合
法
的
な
「
就
労

ビ
ザ
」
が
発
給
さ
れ
、
月
収
22
万
円
の
高

給
が
支
払
わ
れ
る
。
実
現
す
れ
ば
、
す
ご

い
事
態
だ
。（
注
、
陽
表
的
な
改
革
は
せ

ず
、
こ
の
ま
ま
容
認
し
て
い
く
可
能
性
も

あ
る
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
外
貨
収
入
の
大
半
を

出
稼
ぎ
労
働
者
Ｏ
Ｆ
Ｗ
（O

verseas 
Filipino W

orkers

）
の
仕
送
り
に
頼
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
消

費
や
経
済
成
長
を
支
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
家
政
婦
に
就
労
機
会
を
与
え
る
こ

と
は
「
経
済
協
力
」
を
意
味
す
る
。
中
国

の
新
た
な
外
交
手
段
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
は
新
し
い
パ
ラ

ダ
イ
ム
（
規
範N

ew
 Paradigm

）
を
帯

び
始
め
た
。

非
合
法
で
あ
る
が
、
市
場
で
は
事
態
が

進
展
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
政
府
と
中
国
政
府
の
間
で
こ
の
件

に
つ
い
て
協
議
が
始
ま
っ
て
い
る
。
実
態

が
先
行
し
、
そ
れ
に
追
随
、
後
追
い
し
て

政
策
制
度
が
変
更
さ
れ
る
。
古
今
東
西
を

問
わ
ず
、
世
の
常
だ
。
市
場
経
済
の
浸
透

力
は
怖
い
ほ
ど
す
ご
い
。
そ
れ
が
中
国
の

外
国
人
労
働
力
受
入
れ
問
題
で
も
起
き
て

い
る
わ
け
だ
。
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国
際
間
労
働
移
動
の
最
大
の
供
給
国

（
中
国
）
が
、
労
働
力
の
輸
入
国
に
転
じ

た
時
、
日
本
に
与
え
る
衝
撃
は
大
き
い
。

現
状
は
ま
だ
中
国
か
ら
の
供
給
が
減
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
や
が
て
中
国
が
出

稼
ぎ
労
働
者
の
巨
大
需
要
国
に
な
れ
ば

（
労
働
力
の
爆
買
い
）、
日
本
と
中
国
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
出
稼
ぎ

労
働
者
を
取
り
合
う
競
争
に
な
ろ
う
。
日

本
へ
の
供
給
は
大
き
く
減
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
の
少
子
高
齢
化
は

さ
ら
に
進
み
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
ニ
ー

ズ
は
高
ま
る
一
途
だ
。
し
か
る
に
、
日
本

向
け
の
供
給
は
減
る
。
ど
う
す
る
か
。

日
本
は
環
境
整
備
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
第

一
に
、
日
本
人
よ
り
安
く
雇
う
と
い
う
考

え
を
改
め
る
べ
き
だ
。
日
本
は
低
賃
金
の

国
に
な
り
、
競
争
力
を
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

の
に
、「
日
本
人
よ
り
安
く
」
は
時
代
錯

誤
の
上
に
行
動
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

だ
。
日
本
人
よ
り
高
く
雇
う
と
い
う
発
想

が
あ
っ
て
初
め
て
、
受
入
れ
の
国
際
競
争

（
参
考
）

・
拙
稿
「
外
国
人
実
習
生
が
日
本
を
支
え
て
い
る

︱
日
本
人
並
み
待
遇
で
も
競
争
力
低
下
問
題
︱
」

Ｗ
ｅ
ｂ
み
ん
か
ぶ
17
年
12
月
19
日
付
け 

https://m
oney.m

inkabu.jp/63861

・
拙
稿
「
外
国
人
実
習
生
に
支
え
ら
れ
た
野
菜
産

地
」『
農
業
経
営
者
』
18
年
１
月
号

・
拙
稿
「
外
国
人
実
習
生
の
効
果
分
析
（
茨
城
県

農
業
の
事
例
）
︱
技
能
実
習
生
は
財
産
だ
、
後

継
者
、
高
所
得
の
決
め
手
は
実
習
生
︱
」『
農
業

経
営
者
』
18
年
２
月
号

・
拙
稿
「
外
国
人
実
習
生　

農
業
の
要
に
︱
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
磨
き
競
争
力
維
持
︱
」
山
形
新
聞
17

年
12
月
26
日
付
け
「
直
言
」
欄
（
７
面
）

・
拙
稿
「
日
本
は
低
賃
金
の
国
に
な
っ
て
き
た
︱

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
競
争
力
低
下
ど
う

防
ぐ
か
︱
」
Ｗ
ｅ
ｂ
み
ん
か
ぶ
２
０
１
８
年
1

月
17
日
付
け 

https://m
oney.m

inkabu.jp/64112

・
拙
稿
「
中
国
が
労
働
力
を
輸
入
す
る
日
︱
Ｘ
デ

ー
は
２
０
２
０
年
代
前
半
︱
」
Ｗ
ｅ
ｂ
み
ん
か

ぶ
18
年
１
月
29
日
付
け 

https://m
oney.m

inkabu.jp/64284

・
拙
稿
「
続
・
中
国
が
労
働
力
を
輸
入
す
る
日
︱

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
政
婦
20
万
人
在
留
︱
」
Ｗ
ｅ

ｂ
み
ん
か
ぶ
18
年
２
月
６
日
付
け 

https://m
oney.m

inkabu.jp/64389

・
拙
稿
「
中
国
が
労
働
力
を
輸
入
す
る
日
︱
低
賃

金
利
用
か
ら
人
材
活
用
へ
意
識
改
革
を
︱
」
山

形
新
聞
18
年
２
月
20
日
付
け
「
直
言
」
欄

６
低
賃
金
利
用
か
ら
人
材
活
用
へ
意
識
改
革
を

力
が
付
く
。
筆
者
は
「
最
低
賃
金
プ
ラ
ス

２
割
加
算
」
ル
ー
ル
を
提
案
し
て
い
る
。

高
賃
金
を
可
能
な
ら
し
め
る
経
営
に
な
れ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
労
働
コ
ス
ト
抑
制
か
ら
人
材

採
用
論
に
、
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
転
換
す
べ
き
だ
。
賃
金
は

高
く
て
も
、
良
い
人
材
を
獲
得
し
た
方
が

戦
力
に
な
る
と
発
想
を
変
え
て
は
ど
う

か
。
会
社
の
採
用
人
事
は
そ
う
で
は
な
い

の
か
。
な
ぜ
、
外
国
人
材
の
場
合
、
低
賃

金
利
用
だ
け
を
考
え
る
の
か
。

も
う
一
つ
、
特
に
農
業
経
営
者
は
次
の

こ
と
も
考
え
た
い
。
良
い
人
材
を
採
用
す

れ
ば
、
指
図
し
な
く
て
も
働
く
の
で
、
経

営
者
は
頭
脳
労
働
に
特
化
で
き
る
。
農
業

が
先
進
国
型
産
業
に
な
る
た
め
の
必
須
条

件
で
あ
る
。
牛
馬
や
肥
料
、
農
薬
で
さ
え

品
質
を
考
慮
す
る
の
に
、
な
ぜ
雇
用
す
る

人
材
の
質
は
問
題
に
し
な
い
の
か
。
実
習

生
の
受
入
れ
は
物
財
の
調
達
ご
と
き
導
入

で
は
だ
め
な
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
農
家
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
生
か

し
や
す
い
。
成
功
し
て
い
る
農
家
（
法
人

化
し
て
も
同
質
）
は
実
習
生
と
良
好
な
関

係
を
持
っ
て
い
る
。
出
身
国
（
人
種
、
国

籍
）
へ
の
差
別
意
識
を
持
た
ず
、
相
手
を

見
下
す
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
人
間
と
し

て
「
尊
厳
」
を
持
っ
て
接
し
、
自
分
の
セ

ガ
レ
並
み
に
温
か
く
接
し
て
い
る
。
こ
れ

は
家
族
経
営
が
多
い
日
本
の
農
村
の
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
で
あ
る
。「
金
の
卵
」
だ
。
野

菊
の
如
き
君
な
り
き
（
伊
藤
佐
千
夫
）
の

思
い
で
実
習
生
に
接
す
る
こ
と
が
、
実
習

生
受
入
れ
の
国
際
競
争
に
お
い
て
日
本
の

競
争
力
の
源
泉
に
な
ろ
う
。

高
度
人
材
の
奪
い
合
い
は
世
界
の
流
れ

で
あ
る
が
、
技
能
実
習
生
も
そ
の
一
環
と

し
て
、
コ
ス
ト
要
素
で
は
な
く
、
人
材
採

用
の
思
い
で
受
け
入
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ

る
。

ま
た
、
中
国
の
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

59
歳
）
は
２
０
１
０
年
比
で
、
30
年
に
は

８
８
０
０
万
人
減
、
40
年
に
は
１
億
５
２

０
０
万
人
減
、
50
年
に
は
２
億
５
１
０
０

万
人
減
で
あ
る
（
国
連
人
口
推
計
）。
内

陸
に
余
剰
労
働
力
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、

長
期
的
に
は
人
材
、
労
働
力
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
は
避
け
ら
れ
ま
い
。
歴
史
の
方
向
は

労
働
力
の
輸
入
に
向
か
っ
て
い
る
。

中
国
が
労
働
力
の
輸
入
に
転
じ
る
こ
と

は
、
中
国
経
済
発
展
の
新
段
階
を
意
味
す

る
。発
展
途
上
国
は
労
働
力
余
剰
で
あ
る
。

経
済
発
展
に
伴
い
雇
用
の
場
が
増
え
、
労

働
力
過
剰
か
ら
不
足
の
経
済
に
移
る
。
ル

イ
ス
転
換
点
（
注
、
工
業
化
の
過
程
で
農

業
部
門
の
余
剰
労
働
力
が
底
を
つ
く
こ

と
）
を
過
ぎ
て
人
手
不
足
に
な
る
と
、
途

上
国
卒
業
で
あ
る
。

中
国
沿
海
部
が
労
働
力
の
輸
入
に
転
じ

る
の
は
、
中
国
経
済
が
急
速
に
進
展
し
、

多
く
の
富
裕
層
を
生
み
出
し
た
か
ら
だ
。

賃
金
が
上
昇
し
、
外
国
か
ら
出
稼
ぎ
労
働

者
を
吸
引
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

最
も
基
本
的
な
要
因
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

途
上
国
を
卒
業
し
、
先
進
国
に
移
行
し
た

こ
と
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
現
象
で
あ
る

（
た
だ
し
、
沿
海
部
）。
労
働
力
受
入
れ
論

は
中
国
が
新
し
い
発
展
段
階
に
移
行
し
た

と
い
う
新
々
・
中
国
論
な
の
で
あ
る
。

実
際
、
中
国
沿
海
部
は
家
政
婦
に
月
収

14
万
円
（
中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
協
議
で

検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
22
万
円
）
を
払
え

る
所
得
水
準
に
な
っ
た
。
格
差
は
大
き

く
、
中
上
層
は
日
本
人
よ
り
は
る
か
に
所

得
が
高
い
。
中
国
の
経
済
社
会
は
新
段
階

に
入
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。


